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真夏の日差しの中、木江幼稚園の園児
たちがご近所の山本昭司さんから、トウ
モロコシのプレゼントを頂きました。
このトウモロコシ、ピクニックコーン
と言う品種で生食も出来るとのこと、園
児たちは我慢できずにその場で パク
リッ 太陽の恵みを受けて甘く育ったト
ウモロコシを美味しくいただきました。

骨
は
毎
日
コ
ツ
コ
ツ
と

月

日

・

日

・

日

の

日

間
、
町
内
で
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
が
あ
り
、

名
の
方
が
検
診
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

骨
量
は
、
年
齢
と
共
に
徐
々
に
少
な
く

な
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
を
完
全
に
止
め
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
適
度
な
運
動
と
食
事

に
気
を
付
け
る
こ
と
で
、
そ
れ
を
遅
ら
せ
る

こ
と
は
可
能
で
す
。

会
場
で
は
、
自
分
の
骨
が
今
ど
ん
な
状
態

な
の
か
を
知
る
だ
け
で
な
く
、
骨
量
を
保
つ

た
め
に
必
要
な
カ
ル
シ
ウ
ム
・
ビ
タ
ミ
ン

を
上
手
に
摂
る
工
夫
を
紹
介
し
た
一
口
試
食

も
あ
り
、
お
い
し
く
食
べ
て
元
気
な
骨
作
り

に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

笑
顔
満
開
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

月

日

、
大
串
に
て
第

回
大
崎
上

島
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
（
大
崎
上
島

町
老
人
ク
ラ
ブ
主
催
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

真
夏
を
思
わ
せ
る
暑
さ
の
中
、
ホ
ー
ル
イ

ン
ワ
ン
な
ど
の
、
ナ
イ
ス
プ
レ
ー
が
出
た
り
、

隣
の
コ
ー

ス
へ
打
ち

込
ん
だ
り
、

珍
プ
レ
ー

好
プ
レ
ー

の
連
続
で
、

多
く
の
出

場
者
の
元

気
な
声
と

笑
顔
が
あ

ふ
れ
て
い

ま
し
た
。

骨密度は簡単に測れます。

一口試食の写真です。
・小松菜と鮭の混ぜご飯・豆腐のコロッケ
・ひじきとピーナッツの酢和え



旅
を
し
て
い
る
気
持
ち
に

月

日

、

日

、
東
野
文
化
セ
ン

タ
ー
に
て
、
第

回
彩
遊
会
展
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

彩
遊
会
は
、
公
民
館
活
動
の
絵
画
教
室
で

す
が
、
教
室
内
で
絵
を
描
く
だ
け
で
な
く
、

い
ろ
い
ろ
な
所
を
旅
し
、
楽
し
み
な
が
ら
絵

を
描
い
て
い
こ
う
と
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
展
覧
会
で
も
旅
行
で
出
か
け
た
さ

ま
ざ
ま
な
土
地
の
風
景
を
描
い
た
作
品
が
多

く
展
示
さ
れ
て
お
り
、
訪
れ
た
方
々
も
旅
を

し
て
い
る
気
持
ち
に
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

楽
し
く
安
全
に
泳
ぐ
た
め
に

月

日

、
野
賀
海
水
浴
場
の
清
掃
活

動
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

朝

時
か
ら
行
わ
れ
た
清
掃
活
動
に
は
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
多
く
に
人
が
参
加
さ

れ
、
海
水
浴
に
訪
れ
た
人
た
ち
が
、
楽
し
く

安
全
に
泳
ぐ
事
が
出
来
る
よ
う
に
と
、
草
刈

り
に
ゴ
ミ
拾
い
と
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

楽
し
く
遊
び
、楽
し
く
学
び
ま
し
た

月

日

・

日

に
、
町
内
子
ど
も

会
の

年
生

人
が
参
加
し
、
町
子
ど
も
会

育
成
連
合
会
の
イ
ン
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
と
し

て
、
キ
ャ
ン
プ
を
行
い
ま
し
た
。
テ
ン
ト
の

設
営
を
学
ん
だ
後
、

年
生
以
下
の
児
童
も

集
ま
っ
て
海
水
浴
や
ス
イ
カ
割
り
、
キ
ャ
ン

プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

今
年
は
、
大
崎
上
島
中
学
校
の
先
輩

人

が
駆
け
つ
け
、
県
子
ど
も
会
連
合
会
の
シ
ニ

ア
リ
ー
ダ
ー
と
と
も
に
、
ス
イ
カ
割
り
な
ど

の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
の
進
行
を
し
て
く

れ
ま
し
た
。

宿
泊
し
た

年
生
は
消
灯
時
間
も
忘
れ
、

県
シ
ニ
ア
の
お
兄
さ
ん
達
と
の
会
話
を
楽
し

み
ま
し
た
。

イ
ン
リ
ー
ダ
ー
や
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
が

こ
の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
元
に
、
地
域
で

活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

健
康
診
断
は
定
期
的
に

月

日

か
ら

月

日

・

日

、

日

、

日

の

日
間
、
町
内
各
所
で

特
定
健
診
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

特
定
健
診
と
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
の
予
防
と
改

善
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。
内
臓
に
脂
肪

が
蓄
積
す
る
こ
と
で
様
々
な
健
康
障
害
が
発

生
し
や
す
く
な
る
た
め
、
そ
の
予
防
を
主
な

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

合
わ
せ
て
後
期
高
齢
者
健
診
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

両
健
診
と
も
、
自
分
の
健
康
状
態
を
知
る

の
に
大
変
役
に
立
ち
ま
す
。
今
回
受
け
ら
れ

な
か
っ
た
方
は
、
秋
に
も
特
定
健
診
が
あ
り

ま
す
の
で
、
年
に
一
度
の
定
期
健
診
を
お
勧

め
し
ま
す
。

真っ暗の中でのキャンプファイヤーは、幻想的
でした。

流れ着いたゴミの多さに
ビックリ



ワ
ク
ワ
ク
学
び
隊
参
上

月

日

、
わ
く
わ
く
ス
ク
ー
ル
で
ワ

ク
ワ
ク
学
び
隊
に
よ
る
特
別
教
室
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
広
島
県
教
育
委
員
会
が

今
年
か
ら
、
大
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

り
、
先
生
と
な
り
子
ど
も
た
ち
に
豊
か
な
体

験
活
動
を
し
て
も
ら
お
う
と
始
め
ら
れ
た
も

の
で
大
崎
上
島
町
に
は
、
修
道
大
学
の
学
生

名
に
よ
る
、
手
品
の
ネ
タ
を
作
る
授
業
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち

は
、
目
の
前
で

行
わ
れ
た
大
学

生
の
先
生
の
手

品
に
、
大
興
奮
。

こ
れ
か
ら
を
自

分
た
ち
が
作
る

こ
と
に
な
る
手

品
の
ネ
タ
を
探

る
た
め
に
目
を

輝
か
せ
て
い
ま

し
た
。

作
り
始
め
て

か
ら
も
、
真
剣

な
表
情
で
、
言

葉
少
な
く
集
中

し
て
作
っ
て
い

ま
し
た
（
写
真
右
）。
早
速
で
き
た
手
品
を
、

友
達
と
見
せ
っ
こ
。
ど
ち
ら
の
出
来
が
よ
い

か
楽
し
く
も
り
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。（
写

真
左
）

こ
の
特
別
教
室
は
夏
休
み
期
間
中

本
の

読
み
聞
か
せ

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス

な
ど
あ
と

回
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

半
夏
生

は
ん
げ
し
ょ
う

月

日

、
東
野
小
学
校
で
は
食
育
の

授
業
の
一
環
と
し
て
、
タ
コ
た
こ
集
会

と
名
付
け
ら
れ
た
授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

観
光
協
会
の
増
本
眞
会
長
と
、
大
崎
上
島

漁
業
協
同
組
合
の
沖
原
吉
孝
組
合
長
が
島
の

子
ど
も
た
ち
に
、
も
っ
と

島
の
海
の
幸

に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
お
う
と
前
回
は
タ
イ
、

今
回
は
タ
コ
と
、
そ
の
時
々
の
旬
の
食
材
を

使
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
授
業
で
使
用
し
た
タ
コ
は
、
次
の
日

の
給
食
に
タ
コ
飯
と
し
て
お
い
し
く
い
た
だ

き
ま
し
た
。

海
開
き

月

日

、
大
崎
上
島
の
海
水
浴
場
で

は
、
一
斉
に
海
開
き
に
な
り
ま
し
た
。

町
内
の
海
で
は
大
き
な
事
故
が
少
な
く
、

危
険
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
を
忘
れ
が
ち
で
す

が
、
県
内
で
も
、
毎
年
多
く
の
事
故
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

楽
し
い
海
水
浴
、
き
ち
ん
と
ル
ー
ル
を
守

り
、
安
全
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

夢
を
現
実
に

広
島
の
櫂
伝
馬
と
長
崎
の
ペ
ー
ロ
ン
と

の
交
流
を
通
し
て
、
大
崎
上
島
を
平
和
の
島

に
し
た
い
。
東
野
小
学
校

年
生
の

夢

で
す
。

青
少
年
育
成
広
島
県
民
会
議
が
実
施
す
る

夢
配
達
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業
で
、
こ

の

夢

が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

月

日

、
長
崎
市
伊
王
島
町
で
行
わ

れ
る
ペ
ー
ロ
ン
大
会
に
、
東
野
小
学
校

年

生
が
参
加
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
子
ど
も
た

ち
は
、
事
前
学
習
や
櫂
伝
馬
の
練
習
に
励
ん

で
い
ま
す
。

地
域
の
人
々
に
支
え
ら
れ
た
夢
配
達
人
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
、い
よ
い
よ
夢
の
実
現
へ
向
け

て
、
月

日

、長
崎
に
向
け
出
発
し
ま
す
。

最近では、ボイルしたタコを買う家が多く、
子どもたちもタコのぬめり取りを初めて見て、
ビックリ。

半
夏
生
（
は
ん
げ
し
ょ
う
）
と
は
、
夏
至

か
ら
数
え
て

日
目
の

月

日
頃
か
ら

七
夕
（

月

日
）
頃
ま
で
の
こ
と
を
い

い
、
農
家
で
は
こ
の
時
期
ま
で
に
田
植
え

を
終
え
る
の
を
目
安
と
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
関
西
で
は
、
こ
の
日
に
タ
コ
を
食

べ
る
風
習
が
あ
り
、
稲
の
根
が
タ
コ
の
足

の
様
に
、
し
っ
か
り
と
大
地
に
根
付
く
よ

う
、
願
い
を
込
め
て
食
べ
た
そ
う
で
す
。

当
日
は
向
山
地
区
の
子
供
会
の
児
童
が
訪
れ
て

お
り
、
元
気
い
っ
ぱ
い
な
声
が
ひ
び
い
て
い
ま

し
た
。



採
る
漁
業
か
ら
、育
て
る
漁
業
に

大
崎
上
島
漁
業
協
同
組
合
は
、
沖
浦
陸
上

中
間
育
成
場
に
、

月

日
か
ら
竹
原
市
の

広
島
県
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
か
ら
、

セ
ン

チ
サ
イ
ズ
の
ヒ
ラ
メ
の
稚
魚

万
尾
を
受
け

入
れ
ま
し
た
。

月

日
ま
で
の
約

カ
月
、

セ
ン
チ

に
な
る
ま
で
育
て
（
こ
れ
を
中
間
育
成
と
言

い
ま
す
。）、
江
田
島
市
、
呉
市
、
東
広
島
市
、

竹
原
市
及
び
大
崎
上
島
町
の

の
漁
業
協
同

組
合
に
、

万

千
尾
を
配
布
し
ま
し
た
。

食
育
の
出
前
講
座

月

日

、
大
崎
上
島
中
学
校
に
て

年
生
（

名
）
を
対
象
に

ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー

タ
ー

と
い
う
食
育
の
授
業
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
食
生
活
改
善
推
進
員
（

名
）
と
町

の
栄
養
士
は

成
長
期
に
あ
る
中
学
生
は
バ

ラ
ン
ス
の
良
い
栄
養
摂
取
が
必
要
で
す
。
健

康
な
体
づ
く
り
は
日
々
の
積
み
重
ね
が
大
切
。

中
で
も
、
朝
ご
は
ん
は
特
に
重
要
で
、
体
温

上
昇
を
促
し
、
脳
を
働
き
や
す
く
し
、

日

の
活
力
源
に
な
る
の
で
必
ず
食
べ
ま
し
ょ

う
。
と
呼
び
か
け
、
班
ご
と
に
分
か
れ
た

生
徒
た
ち
と
共
に
簡
単
に
出
来
る
バ
ラ
ン
ス

の
良
い
朝
ご
は
ん
を
作
り
ま
し
た
。
こ
れ
を

期
に
、
食
べ
る
こ
と
の
大
切
さ
と
正
し
い
食

習
慣
を
身
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
ね
。

中
間
育
成
を
実
施
し
た
大
崎
上
島
漁
協
で

は
、
今
年
は
受
け
入
れ
た
種
苗
も
元
気
で
、

歩
留
ま
り
も
例
年
よ
り
も
高
く
、
順
調
に
中

間
育
成
す
る
こ
と
が
で
き
、
各
漁
協
に
元
気

な
種
苗
を
配
布
す
る
こ
と
が
で
き
て
ホ
ッ
と

し
て
い
ま
す
。
と
、
話
し
て
い
ま
す
。

大
崎
上
島
町
で
は
、
ヒ
ラ
メ
の
ほ
か
、
メ

バ
ル
や
マ
ダ
イ
の
中
間
育
成
を
実
施
し
て
、

獲
る
漁
業
か
ら
、
守
り
育
て
る
漁
業
（
栽

培
漁
業
）
へ
の
転
換
を
図
っ
て
い
ま
す
。

（下）えさは、 日 回あたえます。

（上）沖浦陸上中間育成場には、 の
水槽があります。

（下） に育った稚魚をアマモ場の海
域に放流しました。

（上）漁船で放流海域まで、種苗（稚魚）
を運搬します。



現
在
、
世
界
中
で
地
球
温
暖
化
が
深
刻
化

し
て
い
ま
す
。
温
暖
化
が
進
行
す
る
と
、
異

常
気
象
の
増
加
な
ど
、
環
境
に
重
大
な
悪
影

響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
温
暖
化
の

原
因
は
お
も
に
二
酸
化
炭
素
で
あ
り
、
電
化

製
品
や
自
家
用
車
の
使
用
な
ど
私
た
ち
の
生

活
か
ら
も
多
く
排
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
温
暖

化
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
る
に
は
一
人
ひ
と
り

が
問
題
意
識
を
持
ち
、
省
エ
ネ
に
取
り
組
む

こ
と
が
大
切
で
す
。
一
人
で
は
省
エ
ネ
効
果

が
少
な
い
よ
う
に
思
え
ま
す
が
、
多
く
の
世

帯
で
省
エ
ネ
す
れ
ば
、
大
き
な
成
果
が
得
ら

れ
ま
す
。ぜ
ひ
、省
エ
ネ
に
取
り
組
み
ま
し
ょ

う
。

平
成

年
度
の
私
た
ち
の
主
な
活
動
報
告

を
し
ま
す
。

ア
イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ
運
動

ス
ー
パ
ー
、
港
の
駐
車
場
で
ア
イ
ド
リ
ン

グ
・
ス
ト
ッ
プ
の
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

（
年

回
実
施
）

ス
ー
パ
ー
で
は
、
同
時
に
マ
イ
バ
ッ
グ
持

参
率
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
本
会
の
調
査

で
は
、
レ
ジ
袋
が
有
料
に
な
っ
た
平
成

年

度
が
約

％
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
平
成

年
度
は
約

％
と
、
徐
々
に
持
参
率
が
下

が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

環
境
啓
発
紙
芝
居

ル
ン
ビ
ニ
幼
稚
園
、
木
江
幼
稚
園
、
大
崎

幼
稚
園
、
ひ
か
り
園
へ
環
境
保
全
（
お
も
に

地
球
温
暖
化
）
に
関
す
る
紙
芝
居
の
出
前
講

座
を
実
施
し
ま
し
た
。
み
ん
な
ま
じ
め
に
話

を
聞
い
て
く
れ
て
、
楽
し
く
紙
芝
居
が
で
き

ま
し
た
。
冷
蔵
庫
を
開
け
っ
ぱ
な
し
に
し

な
い

水
を
流
し
っ
ぱ
な
し
に
し
な
い

ゴ

ミ
を
ポ
イ
捨
て
し
な
い

こ
と
を
約
束
し
ま

し
た
。

エ
コ
ラ
イ
フ
診
断

第

回
す
み
れ
祭
り
に
て
、
住
民
の
皆
さ

ま
を
対
象
に
日
頃
の
生
活
で
使
用
し
て
い
る

電
気
量
や
ガ
ス
量
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
さ

ら
に
は
省
エ
ネ
の
実
践
の
ア
ド
バ
イ
ス
等
を

広
島
商
船
高
専
学
校
の
学
生
に
ご
協
力
い
た

だ
き
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

当
日
、
多
く
の
来
場
者
の
方
に
ご
協
力
い

た
だ
き
ス
ム
ー
ズ
に
実
施
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、活
動

の
参
考
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

出
典

温
室
効
果
ガ
ス
イ
ン
ベ
ン
ト
リ
オ
フ
ィ
ス

問
事
務
局
保
健
衛
生
課
内

問

大
崎
上
島
け
ん
こ
う
文
化
の
島
づ
く
り
協
議
会
だ
よ
り

エ
コ
に
つ
い
て
考
え
よ
う



私の最後の記事ということで、日本とこの島での過ご
した時間についてじっくり振り返ってみたいと思います。
（私がこの島にやってきたとき）島の人たちはとても歓
迎してくれました。この小さな島での生活がとても不安
で、時々さびしい思いをしていましが、この島での出来
事を振り返ってみると、ここでの友人や知り合った人た
ちのおかげでとても素晴らしい時間を過ごすことができ
たと感じています。
島の皆さんは私が文化や伝統といったものを学ぶため
に、あれこれと助けてくれました。次にこの島にくる英
語の先生のパトリックにも私の時と同じくらい親切に接
してくれることを期待しています。島の生活を楽しんで
ください、そして、私もいつかまたこの島を訪れるつも
りです

ダニエル

年間ありがとう年間ありがとう

私の名前はパトリック・マーフィーです。もうすぐ新

しい プログラムの として大崎上島で生活する

予定です。この場をお借りして簡単な自己紹介をしよう

と思います。

私はアメリカ合衆国アリゾナ州トゥーソン出身です。

トゥーソンは親切な人々の多い美しい町です。 年か

ら 年にかけて私は島根県の松江市で英語を教えてい

てそこで妻のアヤコと出会いました。

松江に住んでいる間に、私は日本語の勉強を始め、そ

れが趣味の つになりました。大崎上島での生活を望ん

だ理由の つが日本語の練習ができるので毎日上手に

なっていくからというものでした。他の趣味としては音

楽を聴いたりギターを弾いたりすることや旅行、ハイキ

ング、読書といったものです。特に音楽は私が熱中して

いる つで過去に 年間ほど小学校で音楽の先生をして

いました。とても素晴らしい仕事だったのでクラスの子

どもたちを思うとさびしくなることもあると思いますが、

私は（それ以上に）この島での新しい学校で出会う子ど

もたちとの生活にわくわくしています。

私もアヤコも大崎上島の人々との出会いを楽しみにし

ています。アヤコは 月初旬までにこの島に来ることが

できませんが、彼女がこの島に来るまでには彼女を紹介

できる新しい友達を作りたいと思っています。

またすぐに会いましょう。

パトリック マーフィー

アリゾナ州トゥーソンよりこんにちは！アリゾナ州トゥーソンよりこんにちは！



HIGH SCHOOL REPORT

本校と呉高専、米子高専の 高専は おもしろ科学体
験フェスティバル“ ”と題し福山市においてロボッ
ト展示を中心にイベントを行いました
月 日は、梅雨の合間の好天に恵まれ、高専ロボコ

ンでおなじみの各校のロボットや 高専がが趣向を凝ら
した様々な展示を行い、多くの家族連れや買い物客が足
を止め見物しました。
本校は環境教室、 ピアノマン と銘したピアノ練習

システムや手作りロボットを展示し、たくさんの子ども
から大人まで楽しんでいただきました。

情情
報報
ププ
ララ
ザザ
・・
エエ
ルル

開館時間

日 月 火 水 木 金 土日 月 火 水 木 金 土

帰宅部ボーイズ はらだみずき

星守る犬 小説 原田 マハ

マアジナル 田口ランディ

冬蛾 柴田 哲孝

真夏の方程式 東野 圭吾

異境 堂場 瞬一

遊星ハグルマ装置 朱川 湊人

無花果の森 小池真理子

休休

月 日の放課後、 と生徒会・有志の生徒を中
心に 活動 花いっぱい運動 を実施しました。
多くの参加により、
作業はあっという間
に終わることが出来
ました。花は生徒玄
関に飾られ、登下校
の目を楽しませてく
れています。

花いっぱい運動

ひまわり会
絵本のよみかたり

絵本
やさいやさん

紙芝居
みなみのしまの
アイスクリーム

福山ポートモールで 高専合同イベントを開催

月 日に広島国際会議場にて ・ 年生を対象とし
た広島県科学セミナーが開催され、大学教授等による先
端的な研究を踏まえた講義に本校生徒 名が参加しまし
た。当日はノーベル化学賞を受賞された白川英樹さんの
講話も行われ、話に
聞き入る生徒の姿が
見られました。
本校では理数系の
分野に関心を持つ生
徒を対象とした、広
島県科学オリンピッ
クにも参加する予定
です。

広島県科学セミナーに参加

月 日、好天に恵まれソフトボール、バレーボール
（男女）、バスケットボール（男女）延べ 競技を実施
しました。学生たちは上級生・下級生の区別なく、お互
いの親睦を深め、各競技に熱戦を繰り広げました。
【試合結果】
ソフトボール 優勝 商船 年、バレー男子 優勝
電子 年、バレー女子 優勝 流通 年、バスケット
（男子） 優勝 流通 年 バスケット（女子）
優勝 流通 年

校内球技大会を行いました

月 日に視聴覚教室にて、竹原警察署木江分庁舎の
署員をお招きし、自転車の交通事故の現状や、盗難防止
や管理について
を使用し具体的に
学びました。
交通ルールを学び、
自分の交通マナーを
振り返る良い機会と
なりました。

交通安全教室



今月は大崎上島中学校今月は大崎上島中学校

平
成

年
度
【
第

回
】

月

日

議
題

日
程
第

報
告

町
議
会

月
定
例
会
に
お
け
る
教
育

委
員
会
関
係
一
般
質
問
に
つ
い
て

日
程
第

報
告

平
成

年
度
使
用
教
科
用
図
書
選
定

委
員
会
委
員
及
び
調
査
委
員
の
委
嘱

に
つ
い
て

日
程
第

報
告

夢
配
達
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業

に
つ
い
て

日
程
第

議
案
第

号

平
成

年
度
教
育
委
員
会
主
要
課
題

の
自
己
点
検
・
自
己
評
価
お
よ
び
平

成

年
度
教
育
委
員
会
主
要
課
題
と

目
標
設
定
に
つ
い
て
原
案
ど
お
り
決

定
し
ま
し
た
。

そ
の
他

懸
案
事
項
に
つ
い
て

教
育
委
員
が
学
校
を
訪
問
し
、
授
業

や
行
事
な
ど
教
育
内
容
に
つ
い
て
学
校

と
意
見
交
換
し
て
い
ま
す
。

大
崎
小
学
校

月

日

時

分

時
（
給
食
試
食
）

東
野
小
学
校

月

日

時

分

時

分

木
江
小
学
校

月

日

時

分

時
（
給
食
試
食
）

大
崎
上
島
中
学
校

月

日

時

分

時

分

第 回大崎上島中学校運動会
月 日 の予定が雨のため延期、生徒の思いが通じ

たのか曇天の中 日 に行うことができました。当日の
朝、赤組団長 望月友和くん、白組団長 花岡響さんは
みんなの士気を高めるため円陣を組み， 勝利に向けて
ガンバロウ と大声で叫び、
心をひとつにして臨みました。

【生徒の感想】
〔開会式〕
・中学校生活最後だ！と思い、精一杯できたと思う。
〔出場した種目〕
・リレーで仲間が追い上げてくれて、勝つことができた。
すごく感動した。
・ 走の返事、あいさつは大きな声で言えた。
〔振り返って〕
・今年は、団長という大きな仕事をやらせてもらいまし
た。みんなを楽しく盛り上げ勝利へと繋がりました。
団長は本当にしんどかったですね 。すごく背中が重
く、責任を感じながら練習していきました。自分には
実力がないぶん、何事も全力で取り組む姿をみんなに
見せて、ひっぱりたいと思っていました。でも、本番
はみんなが団結してくれて勝利することができ、本当
に感謝の気持ちでいっぱいです。

多くの来賓・地域・保護者の方に見守られて、胸を
張った行進・選手宣誓と、さすが 年生と思える姿でし
た。一方、男女合同の 組立 は 気をつけ の不動の
姿勢の指導から始まって、やっと本番の完成を見ました。

体育科初任の得能先生にも心に残る運動会になりました。
しかし、指導の不十分な部分もあり、さらに 上島魂
を育てていかなければなりません。

総合的な学習の時間 命 を考える

積極的に 命 を考える学習を通して、 命 の大切
さや神秘を感じ、 命 を守ろうとする態度を養うこと
を目的に、 月 日 東野健康保健センターで、 年生
組の生徒が思春期ふれあい体験学習を行いました。

役場保健衛生課の検診に同行させていただいての実習。
大切な赤ちゃんとふれあわせてくださったお母さん方、
ご協力ありがとうございました。おっかなびっくりの男
子生徒の顔も、すっかり柔らかくなり、将来の イクメ
ン に近づいた？

自転車安全点検

薬物乱用防止教室 月 日
神戸税関呉税関支署職員から税の仕組み・輸入物資・
薬物の怖さについてお話を
していただきました。また、
薬物の密輸を水際で阻止す
る対策について、麻薬探知
犬によるデモンストレー
ションも体験しました。

かみじまドリームステップ 組立体操 静と動

・ブレーキよし
・ライト
交通ルールを守って
安全運転



私
は
小
学
六
年
生
の
時
か
ら
、
盲
導
犬
候

補
の
子
犬
を
育
て
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て

い
ま
す
。
犬
を
飼
っ
て
み
た
い
。
と
言
う

私
に
、
両
親
が

せ
っ
か
く
犬
を
飼
う
の
な

ら
社
会
に
役
立
つ
こ
と
を
し
よ
う
。
と
提

案
し
た
か
ら
で
す
。
生
後
二
ヵ
月
の
子
犬
を

預
か
り
、
一
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
ま
で
世

話
を
す
る
の
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
役
目
で
す
。

初
め
て
訓
練
士
さ
ん
か
ら
子
犬
を
手
渡
さ
れ

た
時
は
不
安
で
ド
キ
ド
キ
し
ま
し
た
が
、
子

犬
は
す
ぐ
に
私
の
腕
の
中
で
眠
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
初
め
て
会
っ
た
私
の
こ
と
を
信
頼

し
て
、
安
心
し
き
っ
た
寝
顔
で
眠
っ
て
い
る

姿
は
本
当
に
可
愛
か
っ
た
で
す
。
ラ
ブ
ラ

ド
ー
ル
の
子
犬
は
と
て
も
や
ん
ち
ゃ
で
、
私

の
家
に
や
っ
て
来
た
そ
の
日
か
ら
い
た
ず
ら

ば
か
り
し
て
い
ま
し
た
が
、
し
か
ら
れ
て
も

ク
ヨ
ク
ヨ
せ
ず
、
ど
ん
な
相
手
に
も
フ
レ
ン

ド
リ
ー
に
近
づ
い
て
い
く
姿
か
ら
、
私
は
明

る
く
前
向
き
に
生
き
る
こ
と
を
教
わ
り
ま
し

た
。
子
犬
た
ち
と
過
ご
し
た
日
々
は
私
に

と
っ
て
一
番
の
宝
物
で
す
。
そ
し
て
あ
っ
と

い
う
間
に
一
歳
の
誕
生
日
が
や
っ
て
来
ま
し

た
。
誕
生
日
が
悲
し
い
と
い
う
経
験
は
初
め

て
で
し
た
。
訓
練
所
へ
の
入
所
日
の
前
日
に

は
長
い
長
い
散
歩
を
し
て
最
後
の
お
別
れ
を

差
別
の
な
い
社
会
に

（
パ
ピ
ー
ウ
ォ
ー
カ
ー
の
経
験
か
ら

学
ん
だ
こ
と
）

東
京
都
・
小
平
市
立
小
平
第
六
中
学
校

三
年

林
は
や
し

里
咲
り

さ

し
ま
し
た
。
今
ま
で
あ
り
が
と
う
。
そ
う

言
っ
た
私
の
こ
と
を
不
思
議
そ
う
に
見
て
い

た
子
犬
の
顔
が
今
も
目
に
焼
き
つ
い
て
い
ま

す
。
別
れ
は
本
当
に
つ
ら
い
け
れ
ど
涙
を
見

せ
た
ら
子
犬
が
心
配
す
る
の
で
頑
張
っ
て
笑

顔
で
見
送
り
ま
し
た
。

私
の
家
で
育
て
た
一
頭
目
の
子
犬
は
現
在

盲
導
犬
に
な
っ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
今
年
四
月
に
巣
立
っ
て
い
っ
た
二
頭
目
の

子
犬
は
神
奈
川
に
あ
る
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
訓

練
中
で
す
。

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
し
て
私
は
多
く

の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
ま
ず
盲
導
犬
の
役

割
で
す
が
、
こ
れ
は
単
に
目
の
不
自
由
な
方

が
便
利
に
一
人
で
ど
こ
へ
で
も
行
け
る
よ
う

に
す
る
た
め
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
視
覚

障
が
い
の
あ
る
方
に
と
っ
て
、
人
の
手
を
わ

ず
ら
わ
せ
る
の
は
と
て
も
つ
ら
い
こ
と
な
の

だ
そ
う
で
す
。
た
と
え
家
族
に
対
し
て
で
も

迷
惑
を
か
け
る
の
で
は
な
い
か
。
と
思
っ

て
我
慢
す
る
こ
と
が
多
く
、
私
な
ん
か
い

な
い
方
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
と
考
え

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
そ

の
失
わ
れ
そ
う
に
な
っ
た
尊
厳
を
取
り
戻
す

手
助
け
を
す
る
の
が
盲
導
犬
の
役
目
な
の
で

す
。
犬
は
訓
練
を
共
に
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
の

こ
と
を
大
好
き
に
な
る
の
で
、
自
分
は
他

者
か
ら
こ
ん
な
に
も
大
好
き
に
な
っ
て
も
ら

え
る
存
在
な
ん
だ
。
と
気
づ
い
て
自
信
を

取
り
戻
し
、
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
せ
る
よ

う
に
な
る
の
だ
そ
う
で
す
。

ま
た
、
私
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
し
て
い

る
日
本
盲
導
犬
協
会
で
は
、
二

八
年
に

新
し
い
試
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。
受
刑
者
が

盲
導
犬
候
補
の
子
犬
を
育
て
る
、
動
物
を
介

在
し
た
日
本
初
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

罪
を
犯
し
た
人
も
心
か
ら
反
省
し
て
き
ち
ん

と
罪
を
償
え
ば
、
社
会
は
差
別
す
る
こ
と
な

く
受
け
入
れ
る
べ
き
で
す
。
し
か
し
実
際
は

と
て
も
偏
見
が
多
く
、元
受
刑
者
た
ち
は
ど

う
せ
自
分
は
だ
め
な
人
間
な
ん
だ

と
思
い

再
び
罪
を
犯
し
て
し
ま
う
悪
循
環
が
起
こ
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
の
悪
循
環
を
断
ち
切

り
、
受
刑
者
た
ち
が
ス
ム
ー
ズ
に
社
会
復
帰

を
果
た
せ
る
よ
う
支
援
す
る
の
が

あ
さ
ひ

盲
導
犬
パ
ピ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
す
。
受

刑
者
た
ち
は
約
十
ヵ
月
の
間
、
子
犬
た
ち
を

世
話
し
な
が
ら
一
緒
に
過
ご
し
、
役
に
立

つ
喜
び
、
達
成
す
る
喜
び
、
信
頼
さ
れ
る
喜

び

を
感
じ
る
こ
と
で
自
分
の
価
値
を
再
確

認
す
る
の
だ
そ
う
で
す
。
今
年
一
月
に
第
一

期
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
終
了
し
た
受
刑
者
の

感
想
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
自
分
も
パ
ピ
ー
に
笑
わ
れ
な
い
よ

う
に
き
ち
ん
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
パ

ピ
ー
は
慈
し
む
こ
と
、
寛
容
の
心
を
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。

犬
は
決
し
て
差
別
を
し
ま
せ
ん
。
健
康
な

人
に
も
障
が
い
の
あ
る
人
に
も
、
お
金
持
ち

に
も
貧
し
い
人
に
も
、
権
力
の
あ
る
人
に
も

犯
罪
を
犯
し
た
人
に
も
全
く
同
じ
よ
う
に
接

し
て
く
れ
ま
す
。
そ
ん
な
犬
た
ち
と
一
緒
に

過
ご
す
こ
と
で
、
自
信
を
な
く
し
た
人
た
ち

も
自
分
の
こ
と
を
か
け
が
え
の
な
い
大
切
な

存
在
で
あ
る
と
思
え
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。

私
た
ち
人
間
も
、
差
別
の
な
い
社
会
を
つ

く
る
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。
一
人
一
人
が
相
手
を
大
切
に
思
う
心

を
忘
れ
な
け
れ
ば
、
こ
の
社
会
は
も
っ
と
住

み
良
い
場
所
に
な
る
は
ず
で
す
。
私
は
こ
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
を
生

か
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
一
層
努
力
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

回
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

入
賞
作
文
集
よ
り

全
国
一
斉

高
齢
者
・
障
害
者
の

人
権
あ
ん
し
ん
相
談

強
化
週
間

の
お
知
ら
せ

法
務
局
・
地
方
法
務
局
及
び
都
道
府
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
虐
待
や
差
別
な

ど
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
を
め
ぐ
る
様
々
な

人
権
問
題
を
積
極
的
に
把
握
し
、
問
題
解
決

の
援
助
を
す
る
た
め
に
人
権
相
談
書
を
常
時

開
設
し
て
い
ま
す
。

月

日

か
ら

月

日

ま
で
を
、

全
国
一
斉

高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権
あ
ん

し
ん
相
談

強
化
週
間
と
し
、
同
週
間
中
は
、

広
島
法
務
局
及
び
広
島
県
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
に
お
い
て
も
、
相
談
時
間
を
延
長
し
て

電
話
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
時
間

月

日

月

日

午
前

時

分

午
後

時
ま
で

月

日

及
び

日

午
前

時

午
後

時
ま
で



扇風機による事故に注意！扇風機による事故に注意！

ちょっと待ったその振り込み！ 詐欺事件に注意
日本一安全・安心を実感できる大崎上島町の実現

詐欺事件が全国的に多発しており、広島県内でも発生しています。犯人は様々な口実を作り巧妙
な手口でお金をだまし取ります。騙されないように詐欺の手口を知り、被害を防止しましょう。
【最近の詐欺の手口】
東北地方洋沖地震の義援金や災害見舞金を送るという名目で、それらしい団体や市町等公的機関の職員を名乗
り、電話でお金を振り込ませたり、直接訪問したりして現金をだまし取る。
息子や孫を名乗り、 無断で会社のお金を使った。 人妻を妊娠させ

た。等の理由で多額の現金をだまし取る。
社債や未公開株の購入案内の封筒を送りつけた後、別の会社を名乗
り高値で買い取る等持ちかけ、多額の現金をだまし取る。
還付金手続きを見せかけて でお金を振り込ませる。

【被害防止対策】
見ず知らずの個人や団体の募金には注意し、募金する際には信用で
きる団体を選択しましょう。
息子を名乗る電話があったら、すぐに振り込まず家族・警察に相談しましょう。
リスクのない 絶対に儲かる 金融商品はありません。甘い話には耳を貸さないようにしましょう。
還付金手続きにキャッシュカードや通帳は必要ありません。
人で判断せず、家族や消費生活センターに相談しましょう。

竹原警察署大崎上島分庁舎からのお知らせ竹原警察署大崎上島分庁舎からのお知らせ

この夏は、省エネのために扇風機を活用しているご家庭も多いと思います。
国には、扇風機による火災の報告も寄せられており、そのうち半数近くが購入後年数の経ったものでの

事故（経年劣化による事故）です。
年以上経過した扇風機については、以下のことに注意して使用してください。
年以上使用している扇風機は、就寝中や人のいない所で使用しないでください。
使用中に、次のような症状が見られる場合は、直ちに使用を中止して適切に廃棄してください。

また、古い扇風機を使用する際にも、次の症状が無いか確認した後使用してください。

スイッチを入れてもファンが回らない。
ファンが回っても、回転が異常に遅かったり不安定である。
ファンが回転するときに異常な音や振動がする。
モーター部分が異常に熱かったり、焦げくさい臭いがする。
電源コードが折れ曲がったり破損したりしている。
電源コードに触れると、ファンが回ったり回らなかったりと不安定である。

なお、製品の経過年数は、次のホームページで確認することができます。
長年ご使用の扇風機についてのお知らせとお願い（一般社団法人日本電機工業会）

スイッチを入れてもファンが回らない。
ファンが回っても、回転が異常に遅かったり不安定である。
ファンが回転するときに異常な音や振動がする。
モーター部分が異常に熱かったり、焦げくさい臭いがする。
電源コードが折れ曲がったり破損したりしている。
電源コードに触れると、ファンが回ったり回らなかったりと不安定である。

竹原市役所 階消費生活相談室 大崎上島町役場 総務課（本庁）

月 金曜日 奇数月の第 金曜日

消
費
生
活
情
報

消
費
生
活
情
報

問 竹原警察署 大崎上島分庁舎問 竹原警察署 大崎上島分庁舎問

消費生活相談窓口消費生活相談窓口

仏具盗難が発生しています

小祠小堂（島内 ヵ所）の内、
カ所で仏具盗難が発生しています。
小祠小堂の異常や、付近で不審な
人物を発見した場合は、すぐに警察
に連絡しましょう！

仏具盗難が発生しています

小祠小堂（島内 ヵ所）の内、
カ所で仏具盗難が発生しています。
小祠小堂の異常や、付近で不審な
人物を発見した場合は、すぐに警察
に連絡しましょう！



らんどは大崎上島町の委託障害者相談支援事業です。
障がいのある方だけでなく、生活のしづらさを抱えて
いる方、ご家族や地域の方からの相談にも応じています。

らんどでは、自立生活のお手伝いとして、料理教
室を開催しています。

第 回 サポートファイル書き方勉強会開催します

サポートファイルとは、障がいのある人や支援の必要
な人が、生涯にわたり安全で安心な生活を送ること、教
育を始めとした一貫性のある支援を受けられることを
願って作成されました。健康や育ち・暮らし・特性など
を記録しておき、本人のことをよく知ってもらうために
活用していきます。
サポートファイルって何？ 持っているけど、書

いてない‥ 一人で書くのは難しい‥ どこから書け
ばいいのか迷ってなかなか進まない‥ という方
一緒にサポートファイルを書いてみませんか。
役場福祉課や らんどの職員と一緒に、ご自分やご
家族のサポートファイルを作っていきましょう。
第 回は大崎地区、第 回は東野地区で開催しました
が、第 回の勉強会を木江地区で開催します。他の地区
の方も参加できますので、お気軽に参加してください。

日 時 月 日
場 所 大崎上島町役場木江支所 階 会議室

申し込み不要です

相 談 先
大崎上島町生活サポートセンター
らんど （担当 西田・末田）

＠
電話は転送する場合があります。そのままお待ちくだ
さい。
相談方法 電話相談・来所相談・訪問相談
相談時間 月 金曜日

相談は無料で、秘密は固く守られます。

梅雨明け間近かとなり、緑は深く、初夏の雲の見られ
る季節。去る 月 日に、大崎上島文化センター ホー
ル神峰 において、 第 回 県立安芸津病院 医療公
開講座 を開催いたしました。
安芸津での公開講座は 回を数えますが、大崎上島町で
は初めての開催でしたので、何名くらい来てくださるのか
…受付はスムーズに行くのか…余りに暑くて熱中症等体
調を崩される方はないか等心配しながら準備しました。
当日は、前日までの大雨が嘘のように晴れ渡り、暑い
ほどでしたが、皆さんは帽子をかぶり、日傘を差し、開
催の 時間前より集まってくださいました。そして、
名以上の参加を頂き、会場のホール神峰は満席状態とな
りました。
濱中院長の こんにちは皆さん という第一声で、

会場は一瞬に明るく爽やかな空気に包まれ，講演会の開
催となりました。その中、県議や安芸津病院を支援する
会の方々の 地域と共に頑張ろう と、ご挨拶も頂きま
した。
講演は、後藤俊彦副院長による 寝たきりを予防する

為の方法 下肢人工関節置換術を中心に と、藤上良
寛臨床検査科技師長による さまざまなバイキンたち
倍の世界 でした。講義は身近なテーマで、わか

り易く、時にユーモアを交え、和やかでありながら、皆
さん真剣に耳を傾けてくださいました。質問のやり取り
も楽しく、休憩時間には、新本整形外科医と外木理学療
法士のロコモ体操の実践があり、体と心をほぐしながら
時間を過ごすことができました。
講演後の皆さんのお顔は晴れ晴れと見えました。 あ

りがとう。また、来てください。 と言って帰られる姿
に職員一同感謝の気持ちでいっぱいとなりました。大崎
上島町の皆さんと気持ちが通じ合えたひと時でした。
楽しみにしていた夕日は残念ながら見る事はできませ
んでしたが、円山先生が港から帰る私たちに、大きく手
を振ってエールを送ってくださった光景は感激で忘れら
れません。。
大崎上島町の皆さん、本当にありがとうございました。

第 回医療公開講座（ 大崎上島）
県立安芸津病院 副総看護師長 重松 静香

救急医療

局番なしの
相談受付時間
休日は小児科医・平日は看護師が対応いたします。



熱中症を防ぎましょう

エネルギー 、たん白質 、脂肪 、カルシウム 、塩分

梅雨が明けて徐々に気温が高くなれば人間の体も徐々
に暑さに慣れていきます。汗をかくための自律神経の反
応が早くなり、汗が出やすくなり、体温上昇を防ぐのが
上手になります。
でも、今年のように急に暑くなると、体がついていけ
ません。熱中症にならないためにも普段の生活の中から
注意していきましょう。

日常生活ではこんなことに注意しましょう。
暑さを避けましょう。
ブラインドやすだれを垂らして直射日光を遮り、
風通しを良くしましょう。外出時には日傘や帽子を
忘れずに。扇風機やエアコンも上手に取り入れま
しょう。
服装を工夫しましょう。
太陽光を吸収して熱くなる黒色系は避けましょう。
襟元は緩めて体の表面の熱気が服の外に出るように
します。最近開発されている吸汗・速乾素材、軽涼
スーツなども活用しましょう。
こまめに水分を補給しましょう。
人間は軽い脱水状態のときにはのどの渇きを感じ
ません。のどが渇く前に水を飲みましょう。汗をか
かないから、トイレに行きたくないからと言って水
を飲まない理由にはなりません。なぜなら、皮膚表
面や呼吸から水分はじわじわと失われています。

こんな水分の取り方はやめましょう。
ジュースや甘いものばかり飲んでいる。
糖分の取りすぎ（血糖値が上がり空腹感がな
くなり、夏バテの原因にもなります）。
大きなペットボトルを一気飲み。
胃液が薄まって食欲が低下し胃の動きが悪く
なります。
お風呂上がりのビールでの水分補給。
アルコールは尿を出す作用があるので逆効果。
水を冷たくする。
冷たいものばかりでは胃腸の働きが落ちます。

暑い夏を乗り切りましょう。

こんな水分の取り方はやめましょう。
ジュースや甘いものばかり飲んでいる。
糖分の取りすぎ（血糖値が上がり空腹感がな
くなり、夏バテの原因にもなります）。
大きなペットボトルを一気飲み。
胃液が薄まって食欲が低下し胃の動きが悪く
なります。
お風呂上がりのビールでの水分補給。
アルコールは尿を出す作用があるので逆効果。
水を冷たくする。
冷たいものばかりでは胃腸の働きが落ちます。

材 料 分量（ 人分）

米 合
ちりめんじゃこ 大さじ
かいわれ大根 パック
枝豆（皮付き）
卵 個
砂糖 小さじ
塩 少々
鮭フレーク 大さじ

すし酢 大さじ
みょうが 個
青しそ パック

スキムミルク 小さじ
酒 小さじ

白ゴマ 小さじ

暑い日が続き 夏バテ
で体がだるくて食欲もな
い という方もいらっ
しゃるのではないでしょ
うか。今回はそんな時に
おすすめのさわやかな香
りいっぱいのおすしの紹介です。手軽な食材（すし酢や
鮭フレーク）にみょうがや青しそなどの香味野菜を使い、
簡単に作れるのも魅力な一品です。

作り方

米は洗い、ざるにあげる。炊飯器に入れ、 分くら
いつけておき、炊く。
ちりめんじゃこは熱湯をかけ、すし酢につけておく。
みょうがは薄い小口切り、青しそはせん切りにして、
水に放してあげておく。かいわれ大根は根を切り落
とし、半分に切る。
枝豆はゆでて、さやから取り出し、うす皮を取る。
卵に分量のスキムミルク、砂糖、酒、塩を加えて炒
り卵を作る。（電子レンジを利用すると簡単）
白ゴマは炒って、粗く刻んでおく。
ご飯に のすし酢を加え切るように混ぜ、冷ます。
その中に鮭フレークと を全体に散らしてザッ
クリと混ぜ、器に盛る。

夏バテ対策のポイント
バランスの良い食事をきちんととることが大切で
すが、暑さで食欲もあまりない時は、香味野菜をう
まく取り入れた献立にすることで食欲増進効果があ
ります。しょうが、みょうが、青しそなどの香味野
菜は爽やかな香りやすっきりとした辛味で夏の食卓
には欠かせない存在です。それと献立は、温かいも
ののアクセントとして、冷たいものを組み合わせる
と、食欲増進効果が期待できます。

夏バテ対策のポイント
バランスの良い食事をきちんととることが大切で
すが、暑さで食欲もあまりない時は、香味野菜をう
まく取り入れた献立にすることで食欲増進効果があ
ります。しょうが、みょうが、青しそなどの香味野
菜は爽やかな香りやすっきりとした辛味で夏の食卓
には欠かせない存在です。それと献立は、温かいも
ののアクセントとして、冷たいものを組み合わせる
と、食欲増進効果が期待できます。

夏の食欲をアップ

香りずし香りずし

小児救急医療相談電話（こどもの救急電話相談）の
お知らせ
夜間に子供が急病になったらときに、

・すぐに受診させたほうがよいのか
・翌朝まで待ってもいいのか

判断に迷いがちです。そんな時には、まず電話で相談を！

・すぐに受診させたほうがよいのか
・翌朝まで待ってもいいのか
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よ
る
、
麻
し
ん
の
海
外

へ
の
持
ち
出
し
や
海
外
か
ら
の
持
ち

込
み
等
を
防
止
す
る
た
め
、
平
成

年

月

日
か
ら
、
高
校

年
生
相

当
の
年
齢
の
人
（
年
度
内
に

歳
に

な
る
人
）
に
加
え
、
高
校

年
生
相

当
の
人
（
年
度
内
に

歳
に
な
る
人
、

平
成

年

月

日

平
成

年

月

日
生
ま
れ
）
に
つ
い
て
も
、
麻

し
ん
風
し
ん

期
予
防
接
種
が
、
無

料
で
接
種
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。（
平
成

年

月

日
ま
で
）

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
出
発

の

か
月
前
ま
で
に
予
防
接
種
を
受

け
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
早
め
に
保

健
衛
生
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
予

防
接
種
券
を
交
付
し
ま
す
。（
後
日

郵
送
で
交
付
し
ま
す
の
で
、
時
間
が

必
要
に
な
り
ま
す
）

問
保
健
衛
生
課

墓
地
の
設
置
に
は
許
可
が
必
要
で
す

墓
地
を
経
営
（
設
置
）
す
る
に
は
、
大
崎

上
島
町
長
の
許
可
が
必
要
で
す
。
自
分
の
土

地
で
あ
っ
て
も
、
許
可
な
く
墓
地
を
設
置
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

墓
地
、
埋
葬
等
に
関
す
る
法
律

第

条
第

項

墓
地
、
納
骨
堂
又
は
火
葬
場
を
経
営

し
よ
う
と
す
る
者
は
、
都
道
府
県
知
事

の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
広
島
県
の
事
務
を
市
町
が
処
理
す
る

特
例
を
定
め
る
条
例
に
よ
り
、
大
崎
上

島
町
が
処
理
し
ま
す
。）

墓
地
設
置
要
件

国
道
、県
道
、人
家
、学
校
、病
院
等
の

施
設
か
ら
は

メ
ー
ト
ル
以
上
離

れ
て
い
る
こ
と
。（
周
囲
の
事
情
に
よ

り
公
衆
衛
生
上
支
障
が
な
い
と
認
め
る

と
き
は
、こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

墓
地
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
土
地
が

農
地
で
あ
る
場
合
、
農
地
転
用
の
手

続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

許
可
の
申
請
に
あ
た
っ
て
は
、
様
々
な
書

類
の
提
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
事
前
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
保
健
衛
生
課

問問

広
島
臨
空
広
域
都
市
圏

交
流
バ
ス
ツ
ア
ー

広
島
空
港
周
辺
の

市

町
で
構
成
す
る

広
島
臨
空
広
域
都
市
圏
振
興
協
議
会

で

は
、
圏
域
内
の
交
流
と
観
光
を
目
的
と
し
た

交
流
バ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
す
。

東
部
コ
ー
ス
（
三
原
市
、
世
羅
町
方
面
）

日

時

平
成

年

月

日

主
な
行
き
先

山
陽
乳
業
株
式
会
社
、
世
羅
ゆ

り
園
、
世
羅
高
原
農
場
、
せ
ら

ワ
イ
ナ
リ
ー
（
昼
食
）
な
ど

集
合
場
所

東
広
島
市
役
所
、
竹
原
市
役
所
、

竹
原
港

参
加
費
用

大

人

円

子
ど
も

円

定

員

名
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

申

込

月

日

（
必
着
）

往
復
は
が
き
に
参
加
者
全
員
の
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
希
望
コ
ー
ス
を
記

入
し
、
世
羅
町
企
画
課
（

世
羅
郡
世
羅
町
大
字
西
上
原

番
地

）
へ
（
た
だ
し

通
に
つ
き

名
ま

で
を
上
限
）

問
世
羅
町
役
場
企
画
課

大
崎
上
島
町
役
場
企
画
課

問

自
衛
官
募
集
の
お
知
ら
せ

自
衛
隊
で
は
、
以
下
の
職
種
及
び
に
学
生

の
募
集
を
し
ま
す
。

詳
し
い
各
募
集
要
項
お
よ
び
、
試
験
日
時

に
つ
い
て
は
自
衛
隊
広
島
地
方
協
力
本
部
尾

道
出
張
所

ま

で
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
記
載
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ホームページ

受 験 資 格 受 付 期 間

自 衛 官 候 補 生
歳から 歳未満の男女 平成 年 月 日

平成 年 月 日
一 般 層 候 補 生

航 空 学 生

歳から 歳未満の男女防 衛 大 学 校

平成 年 月 日

平成 年 月 日
防 衛 医 科 大 学 校

看 護 学 生 歳から 歳未満の男女

受 験 資 格 受 付 期 間

自 衛 官 候 補 生

一 般 層 候 補 生

航 空 学 生

防 衛 大 学 校

防 衛 医 科 大 学 校

看 護 学 生



不
慮
の
と
き
に
は
障
害
年
金
と

遺
族
年
金
が
あ
り
ま
す

国
民
年
金
か
ら
は
、

歳
か
ら
老
齢
基
礎

年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
ほ
か
、
不

慮
の
事
故
の
た
め
の
障
害
基
礎
年
金
と
遺
族

基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
て
国
民
の
暮
ら
し
を

守
っ
て
く
れ
ま
す
。

障
害
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金
は
、
障
害
の
原
因
と
な
っ

た
病
気
や
ケ
ガ
の
初
診
日
が
国
民
年
金
に
加

入
中
あ
る
い
は

歳
以
上

歳
未
満
の
間
の

方
が
、
一
定
の
障
害
の
状
態
に
な
っ
た
と
き

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

今
年

月
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
受
給
権
が

発
生
後
に
結
婚
・
出
産
し
て
も
、
配
偶
者
や

子
ど
も
が
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

加
算
額
が
、
届
出
に
よ
り
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
児
童
扶
養
手

当
を
受
け
て
い
る
方
は
、
同
一
の
子
を
対
象

と
し
た
障
害
年
金
の
子
の
加
算
と
配
偶
者
の

方
へ
支
払
わ
れ
る
児
童
扶
養
手
当
の
両
方
を

受
け
取
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は

お
近
く
の
年
金
事
務
所
ま
た
は

ね
ん
き
ん

ダ
イ
ヤ
ル

に
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

遺
族
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金
は
、
国
民
年
金
に
加
入
中

あ
る
い
は

歳
以
上

歳
未
満
の
間
に
亡
く

な
っ
た
と
き
に
、
亡
く
な
っ
た
方
に
生
計
を

維
持
さ
れ
て
い
た
子
の
あ
る
妻
ま
た
は
子
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

障
害
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
受
給
の
た
め

の
条
件

初
診
日
、
死
亡
日
の
あ
る
月
の
前
々
月
ま

で
の

国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
期
間

の
う
ち

分
の

以
上
の
期
間

が
、
保
険
料
を
納
め
た
期
間
ま
た
は
、
保
険

料
を
免
除
さ
れ
た
期
間
で
あ
る
要
件
を
満
た

す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

歳
未
満
で
、
初
診
日
が
平
成

年

月

日
ま
で
に
あ
る
と
き
は
、
初
診
日
の
あ

る
月
の
前
々
月
ま
で
の

年
間
の
保
険
料

に
滞
納
が
な
け
れ
ば

分
の

以
上
の
要

件
を
満
た
し
て
な
く
て
も
よ
い
。

問
三
原
年
金
事
務
所

本
庁
住
民
課

大
崎
支
所

木
江
支
所

東
日
本
大
震
災
等
で

避
難
さ
れ
て
い
る
皆
様
へ

大
崎
上
島
町
へ
避
難
さ
れ
て
い
る
方
は
、

役
場
住
民
課
ま
た
は
、
各
支
所
地
域
振
興
課

に
備
え
付
け
て
あ
る
書
面
を
提
出
し
て
い
た

問

だ
け
れ
ば
、
避
難
前
に
お
住
ま
い
の
県
や
市

町
村
か
ら
の
お
知
ら
せ
を
お
届
け
で
き
ま
す
。

提
供
し
て
い
た
だ
く
情
報
は

氏
名
・
生
年
月
日
・
性
別

避
難
前
の
住
所

避
難
先（
避
難
所
個
人
宅
等
）の

住
所

滞
在
開
始
日
・
連
絡
先

で
す
。

お
届
け
す
る
情
報
は

見
舞
金
な
ど
の
各
種
給
付
の
連
絡

国
民
健
康
保
険
証
の
再
発
行

税
や
保
険
料
の
減
免
・
猶
予
・
期

限
延
長
等

そ
の
他
避
難
者
向
け
の
情
報
提
供

等
で
す
。

提
供
し
て
い
た
だ
く
情
報
は

氏
名
・
生
年
月
日
・
性
別

避
難
前
の
住
所

避
難
先（
避
難
所
個
人
宅
等
）の

住
所

滞
在
開
始
日
・
連
絡
先

で
す
。

お
届
け
す
る
情
報
は

見
舞
金
な
ど
の
各
種
給
付
の
連
絡

国
民
健
康
保
険
証
の
再
発
行

税
や
保
険
料
の
減
免
・
猶
予
・
期

限
延
長
等

そ
の
他
避
難
者
向
け
の
情
報
提
供

等
で
す
。

住
民
課
よ
り
お
知
ら
せ

問

住
民
課
よ
り
お
知
ら
せ

問問

平成 年度障害基礎年金額
【 級】 円
【 級】 円
子の加算
（生計を維持されている子がいるとき）
【 人目までは 人につき】 円
【 人目以降は 人につき】 円
子とは、 歳到達年度の末日までの子、
または 歳未満で 級・ 級の障害の
状態にある子

平成 年度障害基礎年金額
【 級】 円
【 級】 円
子の加算
（生計を維持されている子がいるとき）
【 人目までは 人につき】 円
【 人目以降は 人につき】 円
子とは、 歳到達年度の末日までの子、
または 歳未満で 級・ 級の障害の
状態にある子

平成 年度遺族基礎年金額
【子が 人いる妻が受けるとき】

円
【子が受けとるとき（ 人のとき）】

円
子が 人以上のときは、障害基礎年
金と同様の加算が行われます。

平成 年度遺族基礎年金額
【子が 人いる妻が受けるとき】

円
【子が受けとるとき（ 人のとき）】

円
子が 人以上のときは、障害基礎年
金と同様の加算が行われます。

本人通知制度をご利用ください

住民票の写しや戸籍謄本
などの証明書を本人以外の
第三者に交付したとき、町
から本人へ通知する制度で
す。これにより、委任状を
偽造して他人の証明書を取
得する不正請求を早期に発
見したり、抑止する効果が
期待できます。通知を希望
する方は事前登録を行って
ください。
登録できる方
本町の住民基本台帳に記
録されている方（住民基
本台帳から除かれた方を
含む）
本町の戸籍に記載されて
いる方（戸籍から除かれた方を含む）
登録方法
本人確認書類（運転免許証、パスポート、写真
付き住基カードなど）をお持ちのうえ本庁住民
課・木江支所・大崎支所へ 登録料は無料です。

本人通知制度をご利用ください

住民票の写しや戸籍謄本
などの証明書を本人以外の
第三者に交付したとき、町
から本人へ通知する制度で
す。これにより、委任状を
偽造して他人の証明書を取
得する不正請求を早期に発
見したり、抑止する効果が
期待できます。通知を希望
する方は事前登録を行って
ください。
登録できる方
本町の住民基本台帳に記
録されている方（住民基
本台帳から除かれた方を
含む）
本町の戸籍に記載されて
いる方（戸籍から除かれた方を含む）
登録方法
本人確認書類（運転免許証、パスポート、写真
付き住基カードなど）をお持ちのうえ本庁住民
課・木江支所・大崎支所へ 登録料は無料です。



大
崎
上
島
町
職
員
を

募
集
し
て
い
ま
す

平
成

年
度
大
崎
上
島
町
職
員
（
一
般
事

務
職
）
採
用
の
一
次
試
験
を
次
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
。

試
験
日

月

日

試
験
内
容

高
校
卒
業
程
度

募
集
人
員

若
干
名

試
験
会
場

広
島
工
業
大
学
専
門
学
校

（
広
島
市
西
区
福
島
町

）

受
験
資
格

昭
和

年

月

日

平
成

年

月

日
生

申
込
方
法

持
参
、郵
送
ま
た
は
、電
子
申
請

申
込
受
付
期
間

月

日

ま
で

郵
送
は
、
当
日
消
印
有
効

受
験
案
内
・
申
込
書
は
総
務
課
に
あ
り
ま

す
。ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
受
験
案
内
の
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
、
電
子
申
請
が
で
き
ま
す
。

問
申
大
崎
上
島
町
役
場
総
務
課

大
崎
上
島
町
東
野

消
防
職
員
を
募
集
し
ま
す

東
広
島
市
で
は
、
平
成

年
度
採
用
の
消

防
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

試
験
日

月

日

試
験
会
場

広
島
大
学
総
合
科
学
部

（
東
広
島
市
鏡
山
一
丁
目

番

号
）

問
申

受
付
期
間

月

日

郵
送
は
、
当
日
消
印
有
効

受
験
案
内
・
申
込
所
は
大
崎
上
島
町
役
場

総
務
課
に
あ
り
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
込
み
も
可
能

で
す
。
東
広
島
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
、
詳
し
い
受
験
手
続
を
確
認
し
て
申

し
込
ん
で
下
さ
い
。

問
東
広
島
市
役
所
総
務
部
職
員
課

農
業
集
落
排
水
事
業
に
よ
り

公
共
ま
す

を
設
置
さ
れ
た

皆
様
へ

農
業
集
落
排
水
事
業
の
実
施
に
つ
き
ま
し

て
は
、
対
象
地
域
の
多
く
の
皆
様
か
ら
生
活

環
境
の
改
善
と
河
川
等
の
水
質
改
善
に
つ
な

が
る
事
業
だ
と
い
う
御
理
解
を
い
た
だ
き
ま

し
て
工
事
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の

問

工
事
に
お
き
ま
し
て

公
共
ま
す

の
設
置

に
同
意
を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
、
生
活

環
境
の
改
善
と
河
川
等
の
水
質
改
善
の
た
め

是
非
と
も
農
業
集
落
排
水
へ
の
ご
加
入
を
お

願
い
し
ま
す
。

農
業
集
落
排
水
に
加
入
さ
れ
る
場
合
は
、

宅
内
の
排
水
設
備
を

公
共
ま
す

へ
つ
な

い
で
い
た
だ
く
た
め
排
水
設
備
工
事
が
必
要

で
す
。

排
水
設
備
の
工
事
を
さ
れ
る
場
合
は
、
町

へ
排
水
設
備
計
画
等
の
確
認
申
請
の
手
続
き

が
必
要
と
な
り
、
排
水
設
備
工
事
が
完
了
し

ま
す
と
農
業
集
落
排
水
使
用
料
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

問
上
下
水
道
課
下
水
道
係

問

月の納税・納期限は 月 日

町 県 民 税（第 期）
国 民 健 康 保 険 税（第 期）
後期高齢者医療保険料（第 期）

期間内の納付に ご協力を
口座振替をご利用の方は、残高の確認をお願いし
ます。納期限までに納付を確認できない場合は、督
促状を発送します。

問税務課（本庁）

月の納税・納期限は 月 日

問

犯罪被害者支援の標語を募集しています

月 日から 月 日は 犯罪被害者週間 です。
犯罪被害者やその家族、遺族の方々が再び平穏に

暮らせるようになるためには、私たち一人ひとりの
理解と支援が大切です。これを分かりやすく簡潔に
表現した標語を募集します。
募集内容は犯罪被害者等の権利利益を尊重する社

会の必要性などを分かりやすく簡潔に表現した標語
です。
（参考 平成 年度最優秀作品 被害者の 悲痛な
気持ちに 時効なし など）
応募期間は、 月 日 までで、郵便や 、内

閣府ホームページから応募できます。
作品には、 氏名。フリガナ 住所 電話番号
性別を明記してください。高校生以下の方は、 学
校名 学年それ以外の方は、 年齢 職業を明記し
て下さい。
詳しくは以下までお問い合わせください。

東京都千代田区霞が関
合同庁舎 号館 階

内閣府犯罪被害者等施策推進室 標語募集係

犯罪被害者支援の標語を募集しています

月 日から 月 日は 犯罪被害者週間 です。
犯罪被害者やその家族、遺族の方々が再び平穏に

暮らせるようになるためには、私たち一人ひとりの
理解と支援が大切です。これを分かりやすく簡潔に
表現した標語を募集します。
募集内容は犯罪被害者等の権利利益を尊重する社

会の必要性などを分かりやすく簡潔に表現した標語
です。
（参考 平成 年度最優秀作品 被害者の 悲痛な
気持ちに 時効なし など）
応募期間は、 月 日 までで、郵便や 、内

閣府ホームページから応募できます。
作品には、 氏名。フリガナ 住所 電話番号
性別を明記してください。高校生以下の方は、 学
校名 学年それ以外の方は、 年齢 職業を明記し
て下さい。
詳しくは以下までお問い合わせください。

東京都千代田区霞が関
合同庁舎 号館 階

内閣府犯罪被害者等施策推進室 標語募集係

消防士 消防士

採
用
予
定

人

員

名程度 名程度

試
験
内
容

大学卒程度 高校卒程度

応
募
資
格

昭和 年 月
日から平成 年
月 日までに
生まれた人

平成 年 月
日から平成 年
月 日までに
生まれた人

消防士 消防士

採
用
予
定

人

員

試
験
内
容

応
募
資
格



年 月 日 年 月 日

月 日 曜 行 事 ・ 場 所 予防接種

金 健康相談 東野健康福祉センター （受付）

火 上島コスモス 木江保健福祉センター

土 ひがしの住吉祭 白水港周辺

日 大崎上島サマーフェスティバル 大串海水浴場周辺

水 断酒会 東野保健福祉センター

日 絵本読みかたり 情報プラザ・エル

木 フッ素塗布 東野保健福祉センター （受付）

木

麻しん風しん
・ ・ ・ 期
月 日

月 日

金

土

日

月 日 曜 行 事 ・ 場 所 予防接種

麻しん風しん
・ ・ ・ 期
月 日

月 日

竹
原
市
休
日
当
番
医

竹
原
市
休
日
当
番
医

耳
鼻
咽
喉
科
診
療
所

耳
鼻
咽
喉
科
診
療
所

月の診療日

日 ・ 日
受付時間
診療開始

休
日
当
番
医

休
日
当
番
医

内科 日曜・祝日

竹原市休日診療所

外科 日曜・祝日
・ ・

馬場病院
・ ・

安田病院

（注）事前にお電話を

円山医院

田村医院

寺元医院

ときや内科

ひ
が
し
の
住
吉
祭

約

年
の
長
き
伝
統
を
誇
る
櫂
伝
馬
競
漕
。

今
年
も
絶
対
に
負
け
ら
れ
な

い
男
た
ち
の
意
地
と
プ
ラ
イ
ド

の
戦
い
を
観
戦
で
き
ま
す
。

夜
に
は
幻
想
的
な
花
火
大
会

も
あ
り
、
熱
帯
夜
も
吹
っ
飛
ぶ

爽
快
感
が
味
わ
え
ま
す
。

日

時

月

日

競
漕
場
所

白
水
港
周
辺

時
間

時

分

花
火
大
会

白
水
港

時
間

時

分

問
大
崎
上
島
町
東
野
伝
統
文
化

保
存
委
員
会

問
大
崎
上
島
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

全
長
約

と
、
県
内
で
も
有
数
の
全
長
を
誇
る
大
串

海
水
浴
場
で
、
魚
の
つ
か
み
取

り
や
カ
ヌ
ー
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

な
ど
、
家
族
で
楽
し
め
る
催
し

を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
夜
に

は
花
火
も
打
ち
上
げ
ら
れ
、
砂

浜
か
ら
見
る
花
火
は
、
他
と
は

違
っ
た
雰
囲
気
が
楽
し
め
ま
す
。

日

時

月

日

場

所

大
串
海
水
浴
場
周
辺

時
間

時

魚
の
つ
か
み
取
り
は

時

分
受
付
開
始

花
大
会
火
は

時

分

問
大
崎
上
島
町
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会

問



編
集
後
記

セ
ミ
の
鳴
く
声
で
目
が
覚
め
る

時
期
に
な
り
ま
し
た
。

暑
い
夏
、
ど
う
や
っ
て
乗
り
切

ろ
う
か
と
考
え
て
い
る
と
、

大

串
簡
易
郵
便
局
の
、
朝
顔
を
見
て

来
た
ら
？

と
の
、
町
民
の
方
か

ら
お
電
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
れ
？
お
昼
に
朝
顔
が
元
気

に
咲
い
て
る
？

よ
く
見
る
と
、
花
の
間
に
い
く

つ
か
の
造
花
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。

前
を
通
る
人
た
ち
は
、
一
日
中

咲
い
て
い
る
朝
顔
に
興
味
津
々
、

触
っ
て
み
て
初
め
て
造
花
だ
と
気

付
き
そ
の
精
巧
さ
に
驚
い
て
い
ま

し
た
。

心
和
む
一
工
夫
、
見
習
っ
て
い

き
た
い
で
す
。

発行日 年 月 日
発行・編集 大崎上島町企画課
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アドレス

集
ま
れ

わ
ん
ぱ
く
ち
ゃ
ん

月
に

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
、
町
内
に
お
住
ま
い
の
お
子
さ
ん
の
写

真
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
宛
先
は
、
企
画
課
ま
た
は
、
各
支
所
地
域
振
興
課
。

氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
生
年
月
日
・
住
所
（
地
区
名
）
・
保
護
者
名
・
電
話

番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
期
限
は
、

月

日

。

＠

企
画
課

大
おお

政
まさ

祐
ゆう

仁
と

ちゃん（上の谷区）大
おお

政
まさ

祐
ゆう

仁
と

ちゃん（上の谷区） 末
すえ

田
だ

敬
けい

風
か

ちゃん（本郷区）末
すえ

田
だ

敬
けい

風
か

ちゃん（本郷区） 高
たか

田
た

真
ま

歌
か

奈
な

ちゃん（大西区）高
たか

田
た

真
ま

歌
か

奈
な

ちゃん（大西区）

神
峰
俳
句
ク
ラ
ブ

行
間
の
涼
し
き

み
す
ず
詩
集

か
な

山
本

一
子

梅
雨
豪
雨
上
り
て
川
の
音
ば
か
り

平
原

千
歳

眠
る
児
に
す
こ
し
は
な
せ
し
扇
風
機

越
田
レ
イ
コ

南
風
俳
句
会

庭
石
の
ほ
ど
よ
き
間
合

ま
あ
い

松
落
葉

山
本

輝
明

荒
磯
に
釣
竿
し
な
る
梅
雨
晴
間

芝
山

吉
宣

診
療
に
胸
の
昂た

か

ぶ
り
胡
蝶
蘭

こ
ち
ょ
う
ら
ん

戀
田

和
夫

木
江
神
潮
俳
句
会

凌の
う

霄ぜ
ん

の
花
お
ち
昼
の
無
音
界

山
本

京
子

手
際
よ
き
鱧は

も

の
骨
切
り
京
料
理

藤
原

幸
子

み
ゆ
き
俳
句
ク
ラ
ブ

ほ
め
ら
れ
て
笑
顔
一
杯
薔
薇

ば

ら

の
花

奥
田

秀
三

窓
ご
し
に
紫
陽
花

あ
じ
さ
い

の
花
雨
に
濡
れ

峠

智
恵
子

代
掻

し
ろ
か
き

の
水
き
ら
き
ら
と
京
の
午
後

小
池

華
子

大
崎
荘
俳
句
ク
ラ
ブ

遠
霧
笛

と
お
む
て
き

何
か
侘わ

び
し
く
夏
つ
ば
め

神
本

文
江

梅
雨
明
け
と
思
は
せ
ぶ
り
に
不
意
の
晴

安
本
美
保
子

朴
咲
い
て
瞳
の
青
き
尼
僧

に
そ
う

か
な

松
浦

春
江

大
崎
美
浜
荘
俳
句
ク
ラ
ブ

虎
魚

お
こ
ぜ

食は

む
青
垣
な
せ
る
島
を
置
き

中
保

藤
枝

友
達
の
声
が
出
な
く
て
梅
雨
く
ら
し

加
島

雪
枝

半
夏
生

は
ん
げ
し
ょ
う

白
き
花
穂
に
風
が
舞
ひ

宮
本
ミ
ス
エ

東
野
公
民
館
俳
句
会

立
葵
先
ま
で
咲
き
し
け
ふ
も
雨

末
田

明
子

雨
の
日
の
居
間
や
真
紅
の
ア
マ
リ
リ
ス

谷
本

佳
子

水
底
に
残
る
故
里
梅
雨
寒
し

平
原

千
歳

平平成成


